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医師・看護師（保健師・助産師・准看護師）奨学生募集医師・看護師（保健師・助産師・准看護師）奨学生募集
～　あなたの「学びたい」をサポートします　～

当院には、医学生・看護学生のみなさんの勉学を支えるた
めの奨学金制度があります。
奨学金の返済については、卒後当院にて医師・看護師（貸
与対象職種）として貸与期間に応じた期間を勤務していた
だいた場合、免除となります。
奨学金制度に興味・関心がある方は、随時ご相談に応じま
すので、下記までお気軽にお問合せ下さい。

〒322-8550 鹿沼市下田町1－1033

担当：総務課（2502）
TEL0289-64-2161　FAX0289-64-2468
E-mail：soumu@kamituga-hp.or.jp　URL：http://www.kamituga-hp.or.jp

かみつが厚生連　上 都 賀 総 合 病 院

　当院患者支援センターでは医療ソーシャルワーカー（社
会福祉士・精神保健福祉士）が医療・福祉・介護に関す
るご相談をおうけしています。相談料はかかりませんので
お気軽にご相談下さい。

編
集
後
記

　昨
年
十
月
よ
り
当
院
は
全
面
的

に
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
当
院
が
抱
え
て
い
た
様
々
な
課

題
、
病
棟
の
耐
震
性
や
快
適
性
に

欠
け
る
治
療
環
境
、
病
院
機
能
の

非
効
率
性
な
ど
の
問
題
は
一
気
に

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合

員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　今
年
は
新
病
院
と
な
っ
て
迎
え

る
最
初
の
年
と
な
り
ま
す
。
少
子
・

高
齢
化
を
迎
え
る
上
都
賀
地
域
の

基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
の

充
実
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　今
年
も
、
地
域
の
皆
様
方
に
、

役
立
つ
医
療
情
報
を
提
供
で
き
ま

す
よ
う
、
広
報
委
員
一
同
、
更
に

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
衛
藤
）

事
務
部

　医
事
課

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　
日
頃
あ
ま
り
目
立
つ
こ
と
の
な

い
、
医
事
課
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
医
事
課
と
は
、
医
療
に

関
す
る
事
務
を
行
う
課
を
意
味
し

て
お
り
ま
す
。

　
職
員
構
成
は
、
外
来
係
が
二
十

四
名
、
入
院
係
が
七
名
で
、
課
長

を
含
め
合
計
三
十
二
名
体
制
と
な

り
ま
す
。

　
外
来
係
は
、①
番
初
診
受
付
・

②
番
会
計
・
各
診
療
科
の
受
付
窓

口
の
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
外

来
係
で
は
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
の
み
な
さ
ん
が
、
迷
わ
な
い
で

外
来
受
診
が
出
来
る
よ
う
に
、
わ

か
り
や
す
い
対
応
を
心
が
け
て
お

り
ま
す
。
入
院
係
は
、
各
病
棟
の

担
当
者
が
入
院
患
者
さ
ん
の
会
計

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
正
確
な

入
院
会
計
を
行
え
る
よ
う
、
細
心

の
注
意
を
は
ら
っ
て
業
務
に
当

た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
外
来
受
診
や
会
計
な
ど
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

各
担
当
者
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
医
事
課
職
員
一
同
、「
ま
た
、

か
か
り
た
い
」
と
思
っ
て
頂
け
る

よ
う
な
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指

し
、
日
々
丁
寧
な
対
応
を
実
践
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

職
場
紹
介

職
場
紹
介

力
い
た
だ
き
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
三
年
七
カ
月
の
工
事
期
間

中
、
近
隣
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
こ

れ
か
ら
、
古
い
建
物
を
壊
し
て
駐
車

場
整
備
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
施

設
整
備
と
周
辺
整
備
工
事
が
二
十
八

年
二
月
ま
で
続
き
ま
す
の
で
、
近
隣

の
皆
様
方
に
は
さ
ら
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
容

赦
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
次
救
急
医
療
病
院
群
輪
番
制
病

院
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
脳

卒
中
地
域
拠
点
医
療
機
関
、
災
害
拠

点
病
院
等
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、

Ｍ
Ｒ（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置
）
や

Ｃ
Ｔ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装

置
）、
リ
ニ
ア
ッ
ク
（
放
射
線
治
療
装

置
）
と
い
っ
た
高
額
診
療
機
器
を
整

備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
診
療
・
看
護

体
制
の
充
実
強
化
等
の
病
院
診
療
体

制
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
市
民

に
身
近
な
医
療
を
提
供
し
、
か
つ
高

度
な
医
療
を
提
供
す
る
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
病
院
と
し
て
新

生
・
上
都
賀
総
合
病
院
の
始
ま
り
で

す
。

　
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

厚
生
連
の
理
念
と
役
割
を
踏
ま
え
、

そ
の
責
務
を
ま
っ
と
う
す
る
べ
く
、

役
職
員
一
体
と
な
り
、
上
都
賀
総
合

病
院
、
老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ば
り
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
、

鹿
沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
健
全
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
厚
生
連
の
医
療
・

保
健
・
福
祉
事
業
運
営
に
あ
た
り
ま

し
て
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
上
都
賀
総
合
病
院
新
病
院
建
設
は

無
事
終
了
し
、
竣
工
式
を
平
成
二
十

六
年
十
月
五
日
に
執
り
行
い
、
西
川

農
林
水
産
大
臣
を
は
じ
め
、
福
田
獨

協
医
科
大
学
副
学
長
、
横
須
賀
千
葉

大
学
医
学
部
長
、
宮
崎
前
千
葉
大
学

病
院
病
院
長
等
々
た
く
さ
ん
の
ご
来

賓
の
方
々
か
ら
お
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。あ
ら
た
め
て
、日
頃
か
ら
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関

係
者
の
皆
様
、
ま
た
、
工
事
に
携
わ
っ

て
下
さ
っ
た
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
設
計
、

株
式
会
社
久
米
設
計
、
西
松
建
設
株

式
会
社
、
大
成
温
調
株
式
会
社
、
株

式
会
社
関
電
工
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
西
川
農
林
水
産
大
臣
に
は
、

地
域
の
医
師
確
保
、
救
急
医
療
の
確

保
な
ど
の
地
域
に
お
け
る
医
療
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
地

域
医
療
再
生
基
金
の
獲
得
の
た
め
に
、

自
民
党
の
農
民
の
健
康
を
創
る
会
の

国
会
議
員
四
名
と
厚
生
労
働
省
、
総

務
省
の
参
事
官
や
課
長
八
人
を
率
い

て
上
都
賀
総
合
病
院
に
現
地
視
察
に

き
て
頂
く
な
ど
、
上
都
賀
総
合
病
院

新
病
院
建
設
の
原
動
力
に
な
り
ま
し

た
地
域
医
療
再
生
基
金
の
獲
得
に
ご
尽

ご
挨
拶

上
都
賀
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

　黒
本
一
郎

平成27年1月1日

新
生
・
上
都
賀
総
合
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　始
ま
り
で
す
。

診 療 内 容
リウマチ・膠原病外来（予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
呼 吸 器 外 来 （予約）
禁 煙 外 来 （予約）
血 液 外 来 （予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
1 ヶ 月 健 診
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
ヘ ル ニ ア 外 来
ヘ ル ニ ア 外 来 （予約）
肝・胆・膵 臓 外 来
肝・胆・膵臓外来（予約）
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 産 後 外 来
産 後 診
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）

担当診療科
内 科
〃
〃
〃
〃
〃

小 児 科
外 科
〃
〃
〃
〃
〃
〃

脳神経外科
産婦人科
〃

耳鼻咽喉科
〃

曜日
月・火・木
木
金
金
金
水
火
月
火
水
〃
木
〃
〃
第1木
詳細は外来にてご確認下さい。
火

第1・3・5金
火

受 付 時 間
PM1：00～PM4：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM2：00～PM4：00
PM2：00～PM3：00
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM3：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM3：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM3：00
PM1：30～PM3：30
PM1：30～PM3：30

PM2：00～PM2：30
PM2：00～PM4：00
PM2：00～PM4：00

専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、必ずご確認の上ご来院下さい。

診 療 科 目 受付時間
初診受付＝AM8：00から開始 備　　　考

内 科

内分泌代謝内科

精 神 科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳神経外科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

眼 科

耳鼻咽喉科

放 射 線 科
歯科口腔外科

火・金・土曜
水・木曜　予約制
初診はAM11:00までの受付（3名まで）
予約制
金曜のみ
火曜・木曜・金曜のみ
土曜はAM11:00までの受付

月・水曜　土曜は完全予約制
金曜

土曜はAM11:00までの受付
月曜のみ
金曜のみ
初診・再初診は予約制　土曜休診

月曜　予約制

金曜のみ
月曜午前は休診　木曜は予約制
第1・3・5火曜はAM10:30までの受付
月曜のみ
水曜のみ
紹介患者・予約のみ

AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM3：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：00
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00

一般外来診療表

【休診日】日曜日・祝祭日・第2、第4土曜日・創立記念日・年末年始



　
現
在
日
本
で
は
急
速
な
高
齢
化

が
進
み
、
介
護
が
必
要
な
方
や
寝

た
き
り
の
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
介
護
保

険
制
度
導
入
の
二
〇
〇
〇
年
で
は

要
介
護
認
定
者
数
は
二
百
五
十
六

万
人
で
し
た
が
、
二
〇
十
四
年
六

月
の
段
階
で
五
百
九
十
一,
七
万
人

と
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
危
機
的
状
況
を
知
っ
て
も
ら

い
、
要
介
護
や
寝
た
き
り
を
防
ぐ

た
め
に
、
日
本
整
形
外
科
学
会
が

新
し
く
提
唱
し
た
言
葉
が
「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
以
下
、
ロ
コ

モ
）」
で
す
。
骨
や
関
節
、
筋
肉
な

ど
の
運
動
器
の
機
能
が
衰
え
て
「
立

つ
」「
歩
く
」
と
い
っ
た
動
作
が
困

難
に
な
り
生
活
の
自
立
度
が
下
が
っ

て
し
ま
う
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
何
も

対
処
し
な
い
で
い
る
と
、
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
寝
た
き
り
に

な
っ
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

　「
ロ
コ
モ
」
の
主
な
原
因
と
し
て
、

「
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
」「
筋
力
の

低
下
」「
骨
や
関
節
の
病
気
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。「
骨
や
関
節
の
病
気
」

に
は
、
骨
粗
鬆
症
、
変
形
性
膝
関

節
症
お
よ
び
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状

は
四
〇
歳
代
か
ら
出
現
す
る
と
い
わ

れ
、
五
〇
歳
を
過
ぎ
る
と
七
〇
％

以
上
の
人
に
「
ロ
コ
モ
」
の
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一つ

発
症
す
る
と
複
数
の
症
状
を
合
併

す
る
こ
と
も
多
く
、
負
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
た
め
に
も
日
本
整
形
外

科
学
会
な
ど
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る

「
ロ
コ
チ
ェッ
ク
」
に
よ
る
症
状
の
早

期
発
見
と
予
防
が
大
切
に
な
り
ま

す
。 

　「
ロ
コ
チ
ェッ
ク
」に
は
七
個
の
チ
ェッ

ク
項
目
が
あ
り
、①
家
の
中
で
つ
ま

ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
②
階
段
を

上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
③
十
五

分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
困
難

④
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き

れ
な
い
⑤
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け

な
い
⑥
二
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て

持
ち
帰
る
の
が
困
難
⑦
家
の
や
や
重

い
仕
事
が
困
難
　
以
上
の
七
項
目
の

う
ち
一つ
で
も
当
て
は
ま
る
と
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
軍
で
す
。

　「
ロ
コ
モ
」
の
予
防
・
改
善
に
は

運
動
療
法
が
大
切
で
、
膝
や
腰
が

痛
い
か
ら
な
ど
と
動
か
な
い
で
い
る

と
運
動
機
能
は
ま
す
ま
す
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」「
一
人
で
も
」
で
き
る
運
動

を
翌
日
に
痛
み
や
疲
れ
が
残
ら
な
い

程
度
に
毎
日
少
し
ず
つ
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
こ
れ
ま
で
運
動
習

慣
が
全
く
な
い
」「
忙
し
く
て
時
間

が
な
い
」
と
い
う
方
で
も
無
理
せ
ず

で
き
る
、
ち
ょっ
と
し
た
生
活
習
慣

の
改
善
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
膝
や
腰
に
痛
み
の
あ
る

方
、
治
療
中
の
病
気
が
あ
る
方
は
、

主
治
医
と
相
談
し
て
か
ら
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　　第52号  厚生連だより　か　み　つ　が　 平成27年１月１日⑶ 　　 第52号 厚生連だより　か　み　つ　が　平成27年１月１日 ⑵

『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』に
つ
い
て

　

『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
』に
つ
い
て

　

理
学
療
法
士

　鈴
木

　弘
恵

　
平
成
二
十
七
年
、
新
た
な
年
の
初
め
に

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
二

十
三
年
三
月
に
着
工
し
た
本
院
新
築
の

建
物
部
分
が
ほ
ぼ
出
来
上
が
り
、
十
月

に
は
晴
れ
て
落
成
祝
賀
会
が
盛
大
に
催

さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
こ
れ
か
ら
旧
棟
の
解

体
撤
去
、レ
ン
ト
ゲ
ン
、リ
ハ
ビ
リ
の
改
装
、

リ
ハ
ビ
リ
庭
園
、
駐
車
場
整
備
、ヘ
リ
ポ
ー

ト
建
設
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
が
病
院
史

に
お
い
て
も
大
き
な
一
歩
を
踏
み
だ
し
ま

し
た
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
中
身
の
面
で
も

産
婦
人
科
の
再
開
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
、
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
開
始
な
ど

が
で
き
ま
し
た
。
精
神
科
も
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
新
規
病
棟
に

合
わ
せ
て
総
合
病
院
で
の
急
性
期
医
療
の

体
制
が
整
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
病

院
建
て
替
え
は
平
成
二
十
一
年
の
国
の
地

域
医
療
再
生
計
画
に
採
択
さ
れ
た
栃
木

県
県
西
二
次
医
療
圏
再
生
計
画
の
中
で

地
域
の
中
核
病
院
た
る
上
都
賀
総
合
病

院
の
整
備
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
の

面
的
整
備
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で

す
。
多
額
の
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
当
院
が
地
域
医
療
を

行
っ
て
い
く
う
え
で
責
任
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
我
々
の
任
務
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
完
結
で
き
る
医
療
と
危
機
対
応

の
中
心
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
す
。

　
国
内
す
べ
て
の
地
域
で
緩
や
か
な
人
口

減
少
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

地
域
で
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
皆
様
に
は
老
人
保

健
施
設
か
み
つ
が
及
び
関
連
事
業

所
の
事
業
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
、
こ

の
地
域
で
も
次
々
に
高
齢
者
住

宅
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
が
誕
生

し
、
其
々
の
施
設
が
サ
ー
ビ
ス
を

競
う
合
う
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

き
て
い
ま
す
。
老
健
か
み
つ
が
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ

が
、
鹿
沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
、
今
ま
で

以
上
に
、
新
し
く
な
っ
た
上
都
賀

総
合
病
院
と
の
連
携
を
深
め
、
医

療
と
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
、

在
宅
復
帰
支
援
、
在
宅
生
活
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。今
後
、様
々

な
障
害
、
疾
患
を
持
っ
た
高
齢
者

が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
も
っ

と
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
方
々
が
安
心
し
て

過
ご
す
た
め
に
今
あ
る
設
備
、
ス

タ
ッ
フ
を
フ
ル
に
活
用
し
、
デ
イ

ケ
ア
、
短
期
入
所
を
よ
り
利
用
し

や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
こ
の
度
、
J
A
組
合
員
・
地
域

住
民
の
方
々
の
格
別
の
ご
高
配
を

賜
り
ま
し
て
、
二
期
工
事
が
完
成

し
、
平
成
二
十
六
年
十
月
五
日
に

県
や
市
の
行
政
関
係
、
医
師
会
、

関
係
大
学
、
近
隣
病
院
等
か
ら
多

数
の
ご
列
席
を
い
た
だ
き
、
竣
工

式
を
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
旧
棟
に
残
って
い
た
診
療
科
・
病

棟
も
十
月
二
〇
日
よ
り
新
病
院
で

の
診
療
を
開
始
し
、
今
後
は
、
旧

棟
の
解
体
工
事
を
行
い
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
駐
車
場

と
し
て
整
備
を
進
め
、
少
し
で
も

利
用
し
や
す
い
環
境
に
配
慮
し
た

い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ま
を
は
じ
め
来
院
さ
れ

る
皆
様
に
引
き
続
き
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
細
心
の
注
意
を

行
い
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
５
年

　
　 

新
年
を
迎
え
て

新
年
の
挨
拶

老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が

施
設
長

　須
田

　啓
一

上
都
賀
総
合
病
院

病
院
長

　十
川

　康
弘

新病院竣工式を
開催しました

－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介
して、地域社会の発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民
の健康増進に努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利
一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる
権利

一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を
受ける権利

一、治療法の選択を尊重される権利
一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただ
くこと

一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や
社会的ルールを守っていただくこと

院内・敷地内は
禁煙となって
おります。

竣工祭

ロコチェック 自宅で出来る簡単な運動の例 

竣工式



　
現
在
日
本
で
は
急
速
な
高
齢
化

が
進
み
、
介
護
が
必
要
な
方
や
寝

た
き
り
の
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
介
護
保

険
制
度
導
入
の
二
〇
〇
〇
年
で
は

要
介
護
認
定
者
数
は
二
百
五
十
六

万
人
で
し
た
が
、
二
〇
十
四
年
六

月
の
段
階
で
五
百
九
十
一,
七
万
人

と
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
危
機
的
状
況
を
知
っ
て
も
ら

い
、
要
介
護
や
寝
た
き
り
を
防
ぐ

た
め
に
、
日
本
整
形
外
科
学
会
が

新
し
く
提
唱
し
た
言
葉
が
「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
以
下
、
ロ
コ

モ
）」
で
す
。
骨
や
関
節
、
筋
肉
な

ど
の
運
動
器
の
機
能
が
衰
え
て
「
立

つ
」「
歩
く
」
と
い
っ
た
動
作
が
困

難
に
な
り
生
活
の
自
立
度
が
下
が
っ

て
し
ま
う
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
何
も

対
処
し
な
い
で
い
る
と
、
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
り
、
寝
た
き
り
に

な
っ
た
り
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

　「
ロ
コ
モ
」
の
主
な
原
因
と
し
て
、

「
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
」「
筋
力
の

低
下
」「
骨
や
関
節
の
病
気
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。「
骨
や
関
節
の
病
気
」

に
は
、
骨
粗
鬆
症
、
変
形
性
膝
関

節
症
お
よ
び
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状

は
四
〇
歳
代
か
ら
出
現
す
る
と
い
わ

れ
、
五
〇
歳
を
過
ぎ
る
と
七
〇
％

以
上
の
人
に
「
ロ
コ
モ
」
の
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一つ

発
症
す
る
と
複
数
の
症
状
を
合
併

す
る
こ
と
も
多
く
、
負
の
連
鎖
を

断
ち
切
る
た
め
に
も
日
本
整
形
外

科
学
会
な
ど
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る

「
ロ
コ
チ
ェッ
ク
」
に
よ
る
症
状
の
早

期
発
見
と
予
防
が
大
切
に
な
り
ま

す
。 

　「
ロ
コ
チ
ェッ
ク
」に
は
七
個
の
チ
ェッ

ク
項
目
が
あ
り
、①
家
の
中
で
つ
ま

ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
②
階
段
を

上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
③
十
五

分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
困
難

④
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き

れ
な
い
⑤
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け

な
い
⑥
二
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て

持
ち
帰
る
の
が
困
難
⑦
家
の
や
や
重

い
仕
事
が
困
難
　
以
上
の
七
項
目
の

う
ち
一つ
で
も
当
て
は
ま
る
と
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
軍
で
す
。

　「
ロ
コ
モ
」
の
予
防
・
改
善
に
は

運
動
療
法
が
大
切
で
、
膝
や
腰
が

痛
い
か
ら
な
ど
と
動
か
な
い
で
い
る

と
運
動
機
能
は
ま
す
ま
す
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。「
い
つ
で
も
」「
ど

こ
で
も
」「
一
人
で
も
」
で
き
る
運
動

を
翌
日
に
痛
み
や
疲
れ
が
残
ら
な
い

程
度
に
毎
日
少
し
ず
つ
続
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
こ
れ
ま
で
運
動
習

慣
が
全
く
な
い
」「
忙
し
く
て
時
間

が
な
い
」
と
い
う
方
で
も
無
理
せ
ず

で
き
る
、
ち
ょっ
と
し
た
生
活
習
慣

の
改
善
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
膝
や
腰
に
痛
み
の
あ
る

方
、
治
療
中
の
病
気
が
あ
る
方
は
、

主
治
医
と
相
談
し
て
か
ら
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
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平
成
二
十
七
年
、
新
た
な
年
の
初
め
に

ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
二

十
三
年
三
月
に
着
工
し
た
本
院
新
築
の

建
物
部
分
が
ほ
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上
が
り
、
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に
は
晴
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て
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成
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会
が
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に
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、
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、
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が
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に
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も
大
き
な
一
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を
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み
だ
し
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。
医
療
サ
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ビ
ス
の
中
身
の
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人
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の
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、
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包
括
ケ
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病

棟
、
糖
尿
病
セ
ン
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ー
の
稼
働
開
始
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ど

が
で
き
ま
し
た
。
精
神
科
も
認
知
症
疾

患
医
療
セ
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タ
ー
の
開
設
や
新
規
病
棟
に
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せ
て
総
合
病
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で
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性
期
医
療
の

体
制
が
整
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
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の
病

院
建
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十
一
年
の
国
の
地

域
医
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再
生
計
画
に
採
択
さ
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た
栃
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県
県
西
二
次
医
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圏
再
生
計
画
の
中
で

地
域
の
中
核
病
院
た
る
上
都
賀
総
合
病
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の
整
備
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
の

面
的
整
備
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で

す
。
多
額
の
公
的
資
金
が
投
入
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
当
院
が
地
域
医
療
を

行
っ
て
い
く
う
え
で
責
任
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
我
々
の
任
務
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
完
結
で
き
る
医
療
と
危
機
対
応

の
中
心
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
す
。

　
国
内
す
べ
て
の
地
域
で
緩
や
か
な
人
口

減
少
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。
地
域

の
医
療
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

地
域
で
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
日
頃
皆
様
に
は
老
人
保

健
施
設
か
み
つ
が
及
び
関
連
事
業

所
の
事
業
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
、
こ

の
地
域
で
も
次
々
に
高
齢
者
住

宅
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
が
誕
生

し
、
其
々
の
施
設
が
サ
ー
ビ
ス
を

競
う
合
う
よ
う
な
状
況
が
起
き
て

き
て
い
ま
す
。
老
健
か
み
つ
が
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ

が
、
鹿
沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
、
今
ま
で

以
上
に
、
新
し
く
な
っ
た
上
都
賀

総
合
病
院
と
の
連
携
を
深
め
、
医

療
と
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
、

在
宅
復
帰
支
援
、
在
宅
生
活
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。今
後
、様
々

な
障
害
、
疾
患
を
持
っ
た
高
齢
者

が
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
も
っ

と
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
う
し
た
方
々
が
安
心
し
て

過
ご
す
た
め
に
今
あ
る
設
備
、
ス

タ
ッ
フ
を
フ
ル
に
活
用
し
、
デ
イ

ケ
ア
、
短
期
入
所
を
よ
り
利
用
し

や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭

撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
こ
の
度
、
J
A
組
合
員
・
地
域

住
民
の
方
々
の
格
別
の
ご
高
配
を

賜
り
ま
し
て
、
二
期
工
事
が
完
成

し
、
平
成
二
十
六
年
十
月
五
日
に

県
や
市
の
行
政
関
係
、
医
師
会
、

関
係
大
学
、
近
隣
病
院
等
か
ら
多

数
の
ご
列
席
を
い
た
だ
き
、
竣
工

式
を
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
旧
棟
に
残
って
い
た
診
療
科
・
病

棟
も
十
月
二
〇
日
よ
り
新
病
院
で

の
診
療
を
開
始
し
、
今
後
は
、
旧

棟
の
解
体
工
事
を
行
い
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
駐
車
場

と
し
て
整
備
を
進
め
、
少
し
で
も

利
用
し
や
す
い
環
境
に
配
慮
し
た

い
と
思
って
お
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ま
を
は
じ
め
来
院
さ
れ

る
皆
様
に
引
き
続
き
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
細
心
の
注
意
を

行
い
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
５
年

　
　 

新
年
を
迎
え
て

新
年
の
挨
拶

老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が

施
設
長

　須
田

　啓
一

上
都
賀
総
合
病
院

病
院
長

　十
川

　康
弘

新病院竣工式を
開催しました

－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介
して、地域社会の発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民
の健康増進に努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利
一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる
権利

一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を
受ける権利

一、治療法の選択を尊重される権利
一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただ
くこと

一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や
社会的ルールを守っていただくこと

院内・敷地内は
禁煙となって
おります。

竣工祭

ロコチェック 自宅で出来る簡単な運動の例 

竣工式



　　第52号  厚生連だより　か　み　つ　が　 平成27年１月１日⑴ 　　 第52号 厚生連だより　か　み　つ　が　平成27年１月１日 ⑷

厚生連だより

かみつが
上都賀厚生農業協同組合連合会
上都賀総合病院
老人保健施設かみつが
編　　集
上都賀総合病院年報等編集委員会
〒322－8550　鹿沼市下田町1－1033
TEL　0289－64－2161

発　　行
第52号

医師・看護師（保健師・助産師・准看護師）奨学生募集医師・看護師（保健師・助産師・准看護師）奨学生募集
～　あなたの「学びたい」をサポートします　～

当院には、医学生・看護学生のみなさんの勉学を支えるた
めの奨学金制度があります。
奨学金の返済については、卒後当院にて医師・看護師（貸
与対象職種）として貸与期間に応じた期間を勤務していた
だいた場合、免除となります。
奨学金制度に興味・関心がある方は、随時ご相談に応じま
すので、下記までお気軽にお問合せ下さい。

〒322-8550 鹿沼市下田町1－1033

担当：総務課（2502）
TEL0289-64-2161　FAX0289-64-2468
E-mail：soumu@kamituga-hp.or.jp　URL：http://www.kamituga-hp.or.jp

かみつが厚生連　上 都 賀 総 合 病 院

　当院患者支援センターでは医療ソーシャルワーカー（社
会福祉士・精神保健福祉士）が医療・福祉・介護に関す
るご相談をおうけしています。相談料はかかりませんので
お気軽にご相談下さい。

編
集
後
記

　昨
年
十
月
よ
り
当
院
は
全
面
的

に
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
当
院
が
抱
え
て
い
た
様
々
な
課

題
、
病
棟
の
耐
震
性
や
快
適
性
に

欠
け
る
治
療
環
境
、
病
院
機
能
の

非
効
率
性
な
ど
の
問
題
は
一
気
に

解
消
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
組
合

員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　今
年
は
新
病
院
と
な
っ
て
迎
え

る
最
初
の
年
と
な
り
ま
す
。
少
子
・

高
齢
化
を
迎
え
る
上
都
賀
地
域
の

基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
医
療
の

充
実
に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　今
年
も
、
地
域
の
皆
様
方
に
、

役
立
つ
医
療
情
報
を
提
供
で
き
ま

す
よ
う
、
広
報
委
員
一
同
、
更
に

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
衛
藤
）

事
務
部

　医
事
課

　
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　
日
頃
あ
ま
り
目
立
つ
こ
と
の
な

い
、
医
事
課
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
医
事
課
と
は
、
医
療
に

関
す
る
事
務
を
行
う
課
を
意
味
し

て
お
り
ま
す
。

　
職
員
構
成
は
、
外
来
係
が
二
十

四
名
、
入
院
係
が
七
名
で
、
課
長

を
含
め
合
計
三
十
二
名
体
制
と
な

り
ま
す
。

　
外
来
係
は
、①
番
初
診
受
付
・

②
番
会
計
・
各
診
療
科
の
受
付
窓

口
の
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
外

来
係
で
は
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
家

族
の
み
な
さ
ん
が
、
迷
わ
な
い
で

外
来
受
診
が
出
来
る
よ
う
に
、
わ

か
り
や
す
い
対
応
を
心
が
け
て
お

り
ま
す
。
入
院
係
は
、
各
病
棟
の

担
当
者
が
入
院
患
者
さ
ん
の
会
計

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
正
確
な

入
院
会
計
を
行
え
る
よ
う
、
細
心

の
注
意
を
は
ら
っ
て
業
務
に
当

た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
外
来
受
診
や
会
計
な
ど
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

各
担
当
者
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　
医
事
課
職
員
一
同
、「
ま
た
、

か
か
り
た
い
」
と
思
っ
て
頂
け
る

よ
う
な
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
目
指

し
、
日
々
丁
寧
な
対
応
を
実
践
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

職
場
紹
介

職
場
紹
介

力
い
た
だ
き
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
三
年
七
カ
月
の
工
事
期
間

中
、
近
隣
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
こ

れ
か
ら
、
古
い
建
物
を
壊
し
て
駐
車

場
整
備
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
施

設
整
備
と
周
辺
整
備
工
事
が
二
十
八

年
二
月
ま
で
続
き
ま
す
の
で
、
近
隣

の
皆
様
方
に
は
さ
ら
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
容

赦
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
次
救
急
医
療
病
院
群
輪
番
制
病

院
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
脳

卒
中
地
域
拠
点
医
療
機
関
、
災
害
拠

点
病
院
等
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、

Ｍ
Ｒ（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
装
置
）
や

Ｃ
Ｔ（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断
層
撮
影
装

置
）、
リ
ニ
ア
ッ
ク
（
放
射
線
治
療
装

置
）
と
い
っ
た
高
額
診
療
機
器
を
整

備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
診
療
・
看
護

体
制
の
充
実
強
化
等
の
病
院
診
療
体

制
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
市
民

に
身
近
な
医
療
を
提
供
し
、
か
つ
高

度
な
医
療
を
提
供
す
る
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
、
選
ば
れ
る
病
院
と
し
て
新

生
・
上
都
賀
総
合
病
院
の
始
ま
り
で

す
。

　
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
、

厚
生
連
の
理
念
と
役
割
を
踏
ま
え
、

そ
の
責
務
を
ま
っ
と
う
す
る
べ
く
、

役
職
員
一
体
と
な
り
、
上
都
賀
総
合

病
院
、
老
人
保
健
施
設
か
み
つ
が
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ば
り
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
、

鹿
沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
健
全
経
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
新
春
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
厚
生
連
の
医
療
・

保
健
・
福
祉
事
業
運
営
に
あ
た
り
ま

し
て
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
上
都
賀
総
合
病
院
新
病
院
建
設
は

無
事
終
了
し
、
竣
工
式
を
平
成
二
十

六
年
十
月
五
日
に
執
り
行
い
、
西
川

農
林
水
産
大
臣
を
は
じ
め
、
福
田
獨

協
医
科
大
学
副
学
長
、
横
須
賀
千
葉

大
学
医
学
部
長
、
宮
崎
前
千
葉
大
学

病
院
病
院
長
等
々
た
く
さ
ん
の
ご
来

賓
の
方
々
か
ら
お
祝
辞
を
頂
き
ま
し

た
。あ
ら
た
め
て
、日
頃
か
ら
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
関

係
者
の
皆
様
、
ま
た
、
工
事
に
携
わ
っ

て
下
さ
っ
た
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
設
計
、

株
式
会
社
久
米
設
計
、
西
松
建
設
株

式
会
社
、
大
成
温
調
株
式
会
社
、
株

式
会
社
関
電
工
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
西
川
農
林
水
産
大
臣
に
は
、

地
域
の
医
師
確
保
、
救
急
医
療
の
確

保
な
ど
の
地
域
に
お
け
る
医
療
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
地

域
医
療
再
生
基
金
の
獲
得
の
た
め
に
、

自
民
党
の
農
民
の
健
康
を
創
る
会
の

国
会
議
員
四
名
と
厚
生
労
働
省
、
総

務
省
の
参
事
官
や
課
長
八
人
を
率
い

て
上
都
賀
総
合
病
院
に
現
地
視
察
に

き
て
頂
く
な
ど
、
上
都
賀
総
合
病
院

新
病
院
建
設
の
原
動
力
に
な
り
ま
し

た
地
域
医
療
再
生
基
金
の
獲
得
に
ご
尽

ご
挨
拶

上
都
賀
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事
会
長

　黒
本
一
郎

平成27年1月1日

新
生
・
上
都
賀
総
合
病
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　始
ま
り
で
す
。

診 療 内 容
リウマチ・膠原病外来（予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
呼 吸 器 外 来 （予約）
禁 煙 外 来 （予約）
血 液 外 来 （予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
1 ヶ 月 健 診
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
ヘ ル ニ ア 外 来
ヘ ル ニ ア 外 来 （予約）
肝・胆・膵 臓 外 来
肝・胆・膵臓外来（予約）
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 産 後 外 来
産 後 診
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）

担当診療科
内 科
〃
〃
〃
〃
〃

小 児 科
外 科
〃
〃
〃
〃
〃
〃

脳神経外科
産婦人科
〃

耳鼻咽喉科
〃

曜日
月・火・木
木
金
金
金
水
火
月
火
水
〃
木
〃
〃
第1木
詳細は外来にてご確認下さい。
火

第1・3・5金
火

受 付 時 間
PM1：00～PM4：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM1：00～PM3：00
PM2：00～PM4：00
PM2：00～PM3：00
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM3：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM3：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM3：00
PM1：30～PM3：30
PM1：30～PM3：30

PM2：00～PM2：30
PM2：00～PM4：00
PM2：00～PM4：00

専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、必ずご確認の上ご来院下さい。

診 療 科 目 受付時間
初診受付＝AM8：00から開始 備　　　考

内 科

内分泌代謝内科

精 神 科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳神経外科

皮 膚 科

泌 尿 器 科

産 婦 人 科

眼 科

耳鼻咽喉科

放 射 線 科
歯科口腔外科

火・金・土曜
水・木曜　予約制
初診はAM11:00までの受付（3名まで）
予約制
金曜のみ
火曜・木曜・金曜のみ
土曜はAM11:00までの受付

月・水曜　土曜は完全予約制
金曜

土曜はAM11:00までの受付
月曜のみ
金曜のみ
初診・再初診は予約制　土曜休診

月曜　予約制

金曜のみ
月曜午前は休診　木曜は予約制
第1・3・5火曜はAM10:30までの受付
月曜のみ
水曜のみ
紹介患者・予約のみ

AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：30
AM8：00～AM11：30
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：30
PM2：00～PM3：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
AM8：00～AM11：00
PM2：00～PM4：00
AM8：00～AM11：00
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：00
PM1：30～PM4：00
AM8：00～AM11：30
AM8：00～AM11：00

一般外来診療表

【休診日】日曜日・祝祭日・第2、第4土曜日・創立記念日・年末年始


